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焼
八
千
枚
護
摩
供
覚
え
書
き

金

本

拓

士

は
じ
め
に

　
「
焼
八
千
枚
護
摩
供
」
は
、『
密
教
大
辞
典
』
に
よ
る
な
ら
ば
、「
八
千
枚
護
摩
供
」、
あ
る
い
は
「
焼
八
千
枚
供
」
と
も
称
せ
ら
れ
、

そ
の
修
法
は
「
不
動
明
王
を
本
尊
と
し
て
乳
木
八
千
枚
を
焼
く
護
摩
法
」
（
１
）

で
あ
る
。

　

縁
あ
っ
て
筆
者
自
身
、
平
成
二
十
三
年
と
平
成
二
十
八
年
の
二
度
、
こ
の
大
法
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
一
回
目
の
修
行
の

概
要
に
つ
い
て
は
、『
智
山
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
六
十
三
号
に
掲
載
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
二
回
勤
め
た
と
し
て
も
、
な
か
な
か
満

足
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
以
上
勤
め
る
気
力
も
体
力
も
な
い
が
、
せ
め
て
、
こ
れ
か
ら
「
焼
八
千
枚
護
摩

供
」
を
勤
め
よ
う
と
さ
れ
る
後
人
の
た
め
に
、
何
ら
か
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
、
自
身
が
勤
め
た
修
行
の
中
で
の
覚
え
書
き
程
度

の
も
の
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
『
密
教
大
辞
典
』
の
中
に
は
「
作
法
・
前
行
・
日
数
等
流
派
に
よ
り
て
所
傳
を
異
に
せ
り
。」
（
２
）

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
修
行

内
容
も
統
一
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
真
竜
記
『
八
千
枚
作
法
聞
書
』
（
３
）

中
「
八
千
枚
要
記
」（
以
下
「
要
記
」）
を
基
と
し
、
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そ
の
上
に
自
分
が
勤
め
た
修
行
内
容
を
書
き
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

　

八
千
枚
護
摩
に
つ
い
て
書
か
れ
た
唯
一
の
研
究
書
に
中
川
善
教
師
の
『
八
千
枚
護
摩
供
』
が
あ
り
、
ま
た
最
近
で
は
、
大
滝
清
延

師
に
よ
る
『
焼
八
千
枚
供
／
修
法
の
心
得
』
が
出
版
さ
れ
、
修
法
を
目
指
す
者
に
と
っ
て
手
頃
な
手
引
き
書
が
手
に
入
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
様
々
な
所
伝
が
あ
る
中
で
、
真
竜
本
を
選
ん
だ
の
は
、
一
つ
に
は
智
山
書
庫
所
蔵
の
本
で
あ
る
こ
と
。
二
つ
に
は
、
講
伝

所
所
蔵
の
書
、
滝
谷
不
動
明
王
寺
の
先
々
代
住
職
で
あ
っ
た
荒
谷
実
乗
師
の
写
本
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
智
山
所
伝
の
次
第
で
あ
る
と

推
察
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
実
際
筆
者
が
勤
め
た
修
行
と
『
八
千
枚
作
法
聞
書
』
と
は
相
違
す
る
箇
所
も
あ
る
が
、
概
ね
修
法
の
流
れ
を

う
か
が
い
知
る
の
に
確
か
な
資
料
と
言
え
る
。

一
、『
八
千
枚
聞
書
』
に
つ
い
て

　

奥
書
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

右
聞
書
一
巻
雖
爲
悪
筆
為
當
用
書
写
之

　
　

享
保
八
雪
月　

於
房
州
長
須
賀
寶
積
院
書
写
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乗
門　

真
竜　

四
十
九
才�

（
十
三
丁
右
）　　
　

　

こ
の
記
述
か
ら
、
真
竜
は
八
千
枚
護
摩
を
こ
れ
か
ら
修
す
る
た
め
に
、
こ
の
「
聞
書
」
を
享
保
八
年
、
す
な
わ
ち
一
七
二
三
年
に

書
き
写
し
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
房
州
長
須
賀
寶
積
院
は
、
現
在
安
房
第
一
教
区
二
十
七
番
、
佐
野
栄
信
住
職
が
管
理
し
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て
い
る
寺
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。

　

写
本
の
内
容
は
、
最
初
に
「
八
千
枚
作
法
」
と
題
し
て
、
八
千
本
の
乳
木
伐
採
等
に
つ
い
て
、
正
焼
の
時
、
典
拠
等
い
く
つ
か
の

項
目
を
取
り
出
し
て
、
簡
単
に
説
明
を
付
し
て
い
る
。

　

次
に
「
要
記
」。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
八
千
枚
護
摩
を
修
す
る
上
で
の
要
点
を
箇
条
書
き
に
し
て
書
か
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
要
記
」

の
最
初
に
、

此
の
折
紙
一
紙
は
極
楽
坊
前
法
務
有
雅
大
僧
正
自
筆
記
に
し
て
之
を
賜
う　

委
き
傳
授
は
此
の
折
紙
を
以
て
口
説
有
る
也

と
あ
り
、
極
楽
坊
前
法
務
有
雅
は
、『
密
教
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
宥
雅
（
一
六
三
四
〜
一
七
二
七
）
は
「
嘗
て
醍
醐
山
下
極
楽
坊

を
再
興
し
、
又
釈
迦
院
に
住
し
、
報
恩
院
寛
済
に
受
法
し
當
代
事
相
の
達
匠
と
し
て
名
あ
り
。
法
務
大
僧
正
に
任
じ
、
…
…
享
保
十

三
年
八
月
一
日
寂
す
。」
（
４
）

と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
年
代
か
ら
見
て
も
、
こ
の
宥
雅
か
ら
受
け
た
折
紙
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、

報
恩
院
流
の
流
れ
に
あ
る
内
容
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

二
、
焼
八
千
枚
護
摩
供
の
要
点

　

こ
こ
か
ら
、「
要
記
」
に
従
っ
て
、
焼
八
千
枚
護
摩
供
の
修
行
の
要
点
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
本
文
は
ゴ
チ
ッ
ク
で
表
し
、

そ
の
後
説
明
を
加
え
る
。
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（
一
）
乳
木
を
取
る
こ
と
。

　
粗
々
先
に
記
す
る
が
如
し
、
乳
木
は
行
者
自
ら
削
り
、
調
え
る
こ
と
如
法
な
り
と
雖
も
、
乳
木
の
數
多
き
故
に
、
親
し
く
同
房
助

け
削
る
べ
き
な
り
。
而
し
て
唯
だ
如
法
丁
寧
に
削
る
べ
き
こ
と
要
な
り
。
又
、
立
ち
枯
れ
り
木
を
用
う
べ
か
ら
ず
。
必
ず
有
乳
木
を

用
う
べ
き
な
り
　
乳
汁
有
る
木
な
り
。�

（
三
丁
右
）　
　
　

　
「
先
に
記
す
る
が
如
し
」
と
は
、
最
初
の
「
八
千
枚
作
法
」
の
記
述
を
示
す
。
そ
こ
で
は
、
成
賢
選
『
薄
雙
紙
』
の
「
先
三
春
最

初
甲
子
日
取
木
。
若
忽
不
可
修
行
者
。
件
日
取
始
置
之
。
至
于
其
殘
者
不
擇
日
時
。
他
日
取
之
無
咎
。」
（
５
）

を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
「
三
春
」
と
は
、
新
年
か
ら
三
月
ま
で
の
三
ヶ
月
の
期
間
を
い
う
。
そ
の
三
ヶ
月
中
の
初
甲
子
の
日
に
乳
木
と
す
る
木
を
伐
採
す
る
。

も
し
す
べ
て
を
伐
採
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
別
の
通
常
の
日
に
取
り
始
め
て
、
残
り
を
準
備
し
て
お
く
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
乳
木
の
材
質
に
つ
い
て
は
、『
薄
雙
紙
』
に
「
長
八
指
削
之
。
調
伏
之
時
用
苦
練
木
三
角
削
之
」
と
あ
り
、
調
伏
法
に
使

用
す
る
苦
練
木
を
使
用
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、「
八
千
枚
作
法
」
の
中
に
は
「
師
伝
に
は
息
災
調
伏
通
じ
て
苦
練
木
を
用
う
、
若

し
多
く
苦
練
木
を
求
め
難
か
れ
ば
、
通
用
木
な
る
を
以
て
、
松
を
雑
へ
用
う
べ
き
な
り
。
黄
櫨
ハ
ゼ
と
云
う
木
な
り
。
樗
ヌ
デ
或
い

は
ヌ
ル
デ
と
云
う
木
な
り
。」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
苦
練
木
を
用
い
て
も
息
災
に
通
じ
る
と
し
、
ま
た
、
求
め
が
た
け
れ
ば
、

通
用
の
木
を
用
い
て
も
良
い
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
通
用
と
さ
れ
る
の
は
、
松
、
黄
櫨
（
は
ぜ
）、
あ
る
い
は
樗
（
ぬ
る
で
）
の
木
と

さ
れ
る
。

　

苦
練
木
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
名
はnim

ba

と
い
い
、
梵
和
辞
典
で
は
「
に
が
い
果
実
を
も
つ
樹
の
名
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
日
本
で
は
「
セ
ン
ダ
ン
」
と
よ
ば
れ
、
ま
た
古
名
で
「
ア
ウ
チ
」
と
も
称
さ
れ
る
。
セ
ン
ダ
ン
の
実
は
苦
練
鈷
と
い
っ
て
薬
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用
と
す
る
。
（
６
）（

写
真
１
）

　

次
に
乳
木
の
削
り
方
に
も
い
く
つ
か
伝
が
あ
る
。「
八
千
枚
作
法
」
に
は
、「
圓
く
削
る
、
息
災
に
は
圓
、
調
伏
に
は
三
角
に
す
。

乳
木
の
太
さ
は
頭
指
の
大
さ
な
り
。
相
伝
の
削
り
様
は
、
根
（
も
と
）
を
太
く
し
、
其
の
頭
を
圓
に
し
、
木
の
末
を
細
く
し
其
の
端

を
三
角
に
す
と
。
其
の
面
之
れ
あ
り
見
る
べ
き
な
り
。」
と
あ
る
の
で
、
乳
木
の
も
と
の
面
は
丸
く
し
、
末
の
面
は
三
角
に
削
る
よ

う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
長
さ
に
つ
い
て
は
、
六
寸
（
約
十
八
セ
ン
チ
）
と
す
る
。
ち
な
み
に
筆
者
が
伝
授
さ
れ
た
削
り
様
は
、

も
と
は
四
角
、
末
は
丸
く
削
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。

　

乳
木
八
千
枚
を
削
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
乳
木
は
行
者
自
ら
削
り
、
調
え
る
こ
と
如
法
な
り
と
雖
も
、
乳
木
の
數
多
き
故
に
、
親

し
く
同
房
助
け
削
る
べ
き
な
り
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
行
者
自
身
が
削
る
こ
と
が
如
法
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
手
伝
い
の
者
の
協

力
を
得
て
削
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
す
る
。

　

筆
者
の
場
合
、
初
甲
子
の
時
、
木
を
伐
る
業
者
と
共
に
、
伐

採
す
る
セ
ン
ダ
ン
の
前
で
法
楽
を
あ
げ
、
そ
の
後
伐
採
し
、
そ

の
丸
太
を
そ
の
ま
ま
製
材
工
場
に
持
ち
込
み
、
厚
さ
十
二
ミ
リ

の
板
に
切
り
分
け
た
。
そ
の
板
を
護
摩
木
等
の
支
具
を
加
工
し

販
売
す
る
木
工
業
者
に
頼
ん
で
、
乳
木
を
一
万
本
以
上
加
工
し

た
。
で
き
あ
が
っ
た
も
の
を
筆
者
自
身
が
二
ヶ
月
近
く
か
け
て

末
と
な
る
部
分
を
丸
く
削
っ
て
仕
上
げ
た
。
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（
二
）
前
行
の
期
間
と
食
事
に
つ
い
て

　
三
七
日
等
　
若
し
千
日
を
以
て
護
摩
を
修
す
る
を
前
行
と
為
る
は
、
至
っ
て
如
法
な
り
。
爾
の
時
は
開
白
中
日
結
願
の
三
度
に
八

千
枚
を
修
す
。
報
恩
院
開
山
憲
深
大
僧
正
は
、
千
日
の
護
摩
の
間
百
日
毎
に
、
八
千
枚
を
修
し
た
ま
う
が
故
に
、
総
じ
て
十
箇
度
八

千
枚
な
り
。�

（
三
丁
右
）　
　
　

　

修
行
期
間
と
し
て
い
く
つ
か
説
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
千
日
間
の
護
摩
を
前
行
と
す
る
こ
と
が
如
法
で
あ
り
、
そ
の
時
は
、
開
白
・

中
日
・
結
願
に
そ
れ
ぞ
れ
八
千
枚
を
修
す
る
こ
と
が
如
法
で
あ
る
と
す
る
が
、
左
記
の
よ
う
に
、「
要
記
」
で
は
三
七
日
、
す
な
わ

ち
三
週
間
の
修
行
に
つ
い
て
の
内
容
を
説
明
し
て
い
る
。

　
前
行
三
七
日
時
は
、
初
め
の
七
日
間
は
隨
食
、
第
二
七
日
の
間
は
持
斉
に
し
て
修
し
第
三
七
日
の
間
は
菜
食
の
持
斉
に
し
て
修
す
、

菜
食
時
は
、
朝
に
は
稗
の
粥
又
は
蕎
麦
の
粥
、
午
の
時
は
栗
の
飯
、
茄
蕷
（
茄
子
・
山
芋
）、
薯
蕷
等
五
穀
に
非
ざ
る
物
を
食
す
べ

き
な
り
。
又
、
此
の
間
は
塩
を
断
つ
こ
と
、
是
れ
一
様
な
り
。
但
し
、
塩
を
断
ず
る
と
断
ぜ
ざ
る
は
行
者
の
意
楽
に
任
す
。
阿
闍
梨

は
行
者
を
見
て
、
根
の
堪
え
る
堪
え
ざ
る
を
相
計
る
べ
し
。�

（
三
丁
左
）　
　
　

　
「
前
行
三
七
日
」
と
あ
り
、「
要
記
」
で
は
、
後
に
書
か
れ
て
あ
る
よ
う
に
結
願
の
座
を
正
行
と
し
て
い
る
。
そ
の
前
行
で
あ
る
が
、

最
初
の
一
週
間
は
、
随
食
。
す
な
わ
ち
通
常
の
食
事
を
す
る
こ
と
。
次
の
二
週
間
目
は
、
持
斉
。
こ
れ
は
、
昼
以
降
食
事
を
と
ら
な

い
こ
と
。
す
な
わ
ち
朝
、
昼
の
二
食
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
三
週
間
目
は
菜
食
。
こ
れ
は
、
持
斉
と
共
に
「
五
穀
に
非
ざ
る
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物
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
五
穀
断
ち
を
す
る
。

　
結
願
の
日
、
一
昼
夜
等
　
結
願
の
前
の
日
の
菜
食
の
持
斉
よ
り
翌
日
の
結
願
の
日
の
一
日
一
夜
断
食
な
り
。
儀
軌
に
云
く
。「
断

食
一
昼
夜
と
（
文
）
又
、
菜
食
作
念
誦
數
満
十
万
遍
」
と
説
け
り
。
是
れ
を
も
っ
て
第
二
七
日
の
持
斉
は
本
説
に
非
ず
と
雖
も
、
俄

に
菜
食
の
持
斉
に
至
れ
ば
、
行
者
疲
れ
る
が
故
に
、
先
ず
二
七
日
の
間
持
斉
に
し
て
勤
め
て
而
し
て
菜
食
持
斉
に
至
る
が
故
に
第
二

七
日
の
持
斉
は
菜
食
持
斉
の
為
め
の
試
み
の
前
行
な
り
。�

（
三
丁
左
）　
　
　

　

最
後
の
結
願
で
は
、
そ
の
前
日
に
丸
一
日
断
食
を
し
た
上
で
修
行
に
入
る
。
こ
こ
で
「
要
記
」
は
、
第
二
七
日
の
持
斎
は
、『
立

印
軌
』
（
７
）

に
「
菜
食
」
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
経
軌
の
説
に
沿
わ
な
い
が
、
行
者
の
健
康
を
考
慮
し
て
持
斉
と
し
て
い
る
。

　

筆
者
の
場
合
は
、
三
週
間
の
修
行
の
内
、
最
初
の
二
週
間
を
前
行
。
最
後
の
一
週
間
を
正
行
と
し
、
最
終
日
を
結
願
の
座
と
し
て
、

そ
こ
で
焼
八
千
枚
護
摩
を
勤
め
た
。

　

そ
の
三
週
間
の
間
の
食
事
に
つ
い
て
は
、
前
行
と
し
て
の
二
週
間
は
、
持
斎
の
精
進
食
。
残
り
の
一
週
間
は
断
食
し
て
結
願
の
座

に
臨
ん
だ
。

（
三
）
慈
救
咒
十
万
遍
に
つ
い
て

　
十
万
遍
等
を
以
て
此
の
洛
叉
は
求
聞
持
の
如
く
正
念
誦
に
満
た
す
る
に
非
ず
。
散
念
誦
の
本
尊
の
咒
に
至
っ
て
満
た
す
な
り
。

　
第
三
七
日
菜
食
持
斉
に
始
め
る
よ
り
、
第
十
九
座
に
至
る
ま
で
一
座
毎
に
五
千
二
百
五
十
遍
を
誦
す
る
。
十
九
座
に
し
て
十
万
遍

満
訖
る
な
り
。
而
し
て
第
二
十
座
に
は
二
千
遍
許
り
誦
す
れ
ば
第
二
十
一
座
の
結
願
の
座
に
は
百
遍
許
り
誦
す
。
此
の
二
座
の
遍
数
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は
十
万
遍
の
外
に
し
て
、
補
欠
分
な
り
。
遍
数
此
の
如
く
な
れ
ば
結
願
の
八
千
枚
の
座
長
く
し
て
行
者
疲
る
る
に
故
に
十
万
遍
の
洛

叉
を
前
の
十
九
座
の
間
に
満
ち
訖
り
、
後
夜
、
日
中
の
座
に
は
補
欠
分
と
為
し
て
少
々
満
つ
る
な
り
。
又
十
九
座
の
間
も
三
時
共
に

五
千
二
百
五
十
遍
な
れ
ば
、
行
者
退
屈
す
る
故
に
、
後
夜
に
は
静
か
に
し
て
気
清
（
す
）
む
故
に
、
七
千
遍
許
り
も
誦
し
、
初
夜
、

日
中
の
座
に
は
三
千
遍
許
り
誦
す
る
な
り
。
殊
に
日
中
に
は
壇
上
壇
外
の
掃
除
等
の
所
作
有
る
が
故
に
、
日
中
の
座
に
は
遍
數
減
ず

べ
く
し
て
宜
し
き
な
り
。
是
れ
又
、
阿
闍
梨
相
計
る
べ
し
。
行
者
の
意
楽
に
任
す
べ
か
ら
ず
な
り
。�

（
四
丁
右
―
左
）　
　
　

　
『
立
印
軌
』
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
三
週
間
の
修
行
の
間
、
行
者
は
慈
救
咒
十
万
遍
を
誦
な
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
真

言
は
一
座
行
法
中
の
散
念
誦
の
本
尊
咒
の
所
で
誦
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
要
記
」
で
は
、
最
後
の
一
週
間
の
う
ち
、
第
十
九

座
目
で
十
万
遍
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
第
二
十
座
で
は
二
千
遍
ほ
ど
誦
し
、
結
願
の
座
で
は
百
遍
ほ
ど

誦
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
十
座
と
結
願
の
座
の
二
座
の
真
言
は
補
欠
分
と
す
る
。
そ
れ
故
に
第
十
九
座
ま
で
の
一
座
毎
の
真

言
の
数
は
、
五
千
二
百
五
十
遍
誦
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
座
通
し
て
五
千
二
百
五
十
遍
繰
り
返
す
と
、
行
者
は
退

屈
、
す
な
わ
ち
飽
き
て
散
漫
と
な
る
こ
と
か
ら
、
後
夜
の
気
が
澄
ん
で
い
る
時
に
、
七
千
遍
ほ
ど
誦
し
て
、
初
夜
と
日
中
の
座
で
は

三
千
遍
ほ
ど
誦
し
て
も
良
い
と
す
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
日
中
の
修
法
の
準
備
、
あ
る
い
は
掃
除
の
手
間
も
あ
る
か
ら
日
中
の
座
の
数

を
減
ら
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
し
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
阿
闍
梨
に
相
談
し
な
が
ら
や
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

　
「
要
記
」
で
は
、
一
週
間
で
十
万
遍
の
真
言
を
誦
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
伝
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

矢
板
亮
岳
師
（
栃
木
北
部
教
区
寺
籍
二
十
八
番
観
音
寺
先
代
）
の
『
齊
菜
食
念
誦
二
十
一
万
遍　

断
食
八
千
枚
護
摩
供
修
行
』
で
は
、

加
行
二
週
間
で
十
万
遍
、
正
行
一
週
間
で
十
万
遍
の
計
二
十
万
編
を
誦
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
野
山
真
言
宗
池
口
恵
観
師
の
『
焼
八

千
枚
護
摩
手
鏡
』
に
よ
る
な
ら
ば
、「
毎
日
（
初
夜
・
後
夜
・
日
中
）
に
常
の
如
く
不
動
護
摩
法
を
修
し　

こ
の
廿
一
日
の
期
間
中
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に
不
動
護
摩
慈
救
呪
十
万
遍
を
操
作
り
…
…
も
し
、
二
十
一
日
間
も
都
合
に
よ
っ
て
修
行
出
来
え
ぬ
場
合
、
最
略
の
も
の
と
し
て
七

日
間
を
以
て
前
行
に
あ
て
る
」
と
三
週
間
で
十
万
遍
を
誦
す
か
、
日
数
が
と
れ
な
い
場
合
は
一
週
間
で
十
万
編
を
誦
す
と
こ
と
記
さ

れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
筆
者
の
場
合
は
、
三
週
間
で
十
万
編
を
誦
し
た
。
ま
た
十
万
遍
を
誦
す
る
時
、
一
座
ご
と
に
何
遍
誦
し
た
か

数
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
常
、
四
度
加
行
な
ど
で
は
数
珠
に
よ
っ
て
数
え
、
あ
る
い
は
礼
拝
行
で
は
大
豆
を
器
か
ら
器
に
移
す

こ
と
に
よ
っ
て
数
を
数
え
る
が
、
十
万
遍
誦
す
る
と
な
る
と
、
大
豆
を
こ
ぼ
し
た
り
等
で
数
え
ま
ち
が
い
を
し
や
す
い
。
そ
こ
で
、

滝
谷
不
動
明
王
寺
に
伝
わ
る
数
取
り
取
り
器
を
参
考
さ
せ
て
も
ら
い
、（
写
真
２
）

に
あ
る
よ
う
に
準
備
し
た
。
こ
の
数
取
り
器
は
、
百
の
位
、
千
の
位
、
万
の
位

そ
れ
ぞ
れ
十
個
の
穴
を
開
け
、
そ
こ
に
木
片
を
差
し
込
み
、
数
が
満
た
さ
れ
る

ご
と
に
木
片
を
移
動
さ
せ
て
数
を
数
え
た
。

　

ま
た
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
荒
谷
純
光
阿
闍
梨
か
ら
、
二
十
一
日
間
の
毎
座
、

護
摩
壇
に
あ
が
る
前
に
水
行
を
し
、
結
願
の
前
の
座
が
終
わ
っ
た
後
、
結
願
の

座
に
身
体
を
整
え
る
た
め
に
温
浴
が
許
さ
れ
た
。
こ
の
水
行
に
つ
い
て
は
、『
八

千
枚
』
（
８
）

に
も
「
一　

行
水
事　

入
道
場
之
時
必
可
用
行
水
也　

非
是
啻
浄
身
器　

得
気
力
方
法
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
た
だ
身
体
を
浄
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
気

力
を
得
る
た
め
に
行
う
の
で
あ
る
。

（
四
）
乳
木
の
調
え

乳
木
兼
日
削
り
調
え
、
清
浄
水
を
濯
ぎ
て
洗
う
。
当
流
に
は
百
支
を
一
束
と
し
、
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天
台
三
井
に
は
百
八
支
を
一
束
と
す
。
細
き
縄
を
以
て
二
た
所
結
わ
え
、
菜
食
七
日
の
内
、
晝
暫
時
、
雨
水
に
浄
む
べ
し
。

若
し
冬
日
、
雨
降
ら
ず
ん
ば
、
雪
霜
に
て
浄
む
。
多
く
雨
水
に
浄
め
れ
ば
、
燃
え
難
し
、
夜
は
薦
を
以
て
覆
う
べ
し
、
而
し
て
後
堂

の
縁
の
便
り
の
所
に
棚
を
設
え
十
束
宛
て
並
べ
置
く
べ
し
。
先
々
は
行
者
見
え
ざ
る
様
に
置
く
。
所
以
は
何
と
な
れ
ば
、
行
者
乳
木

の
多
く
を
見
て
、
退
屈
を
生
ず
べ
き
故
に
。�

（
七
丁
右
―
左
）　
　
　

　

八
千
枚
の
乳
木
が
調
え
ら
れ
た
ら
、
そ
れ
を
清
ら
か
な
水
で
洗
う
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
報
恩
院
流
で
は
百
支
を
一
束
と
す
る
が
、

天
台
三
井
す
な
わ
ち
寺
門
派
の
三
井
寺
で
は
百
八
支
を
一
束
と
す
る
。
そ
の
一
束
を
細
い
縄
で
二
カ
所
結
わ
え
て
、
菜
食
七
日
の
内

に
昼
時
に
雨
水
で
浄
め
る
と
す
る
。
も
し
冬
の
時
期
で
雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
、
雪
か
霜
で
浄
め
る
の
で
あ
る
と
す
る
が
、
堂
外
に
乳

木
を
置
い
て
、
自
然
に
降
る
雨
で
浄
め
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
夜
は
薦
（
む
し
ろ
）
で
覆
っ
て
お
く
よ
う
で
あ
る
。

　

浄
め
た
乳
木
を
後
堂
、
お
そ
ら
く
八
千
枚
を
修
行
す
る
堂
の
後
ろ
に
、
取
り
や
す
い
所
に
棚
を
設
置
し
、
十
束
ご
と
に
並
べ
置
く
。

そ
れ
は
、
結
願
の
座
の
時
、
行
者
が
行
中
に
見
え
に
く
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
乳
木
を
浄
め
る
際
、
自
然
に
降
る
雨
で
浄
め
る
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、『
八
千
枚
護
摩
供
』
に
は
、
乳
木
の
洗

い
方
が
次
の
よ
う
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
（
９
）

　

慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
教
尊
房
書
写
の
『
八
千
枚
條
々
用
心
』
に
は
、

一　

乳
木
懸
水
作
法
花
藏
院
御
説

　

烏
瑟
沙
摩
解
穢
の
真
言
五
百
遍
を
誦
じ
、
杵
を
以
て
之
れ
を
加
持
す
云
々
真
言
に
曰
く
、

　

唵
瑟
哩
麽
々
哩
麽
哩
瑟
々
哩
娑
縛
訶
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次
に
水
三
勺
乳
木
の
上
に
懸
け
廻
す
。
細
き
方
下
云
々

　

ま
た
、
こ
の
記
述
に
続
い
て
、「
表
紙
右
下
に
慈
光
院
常
住
と
あ
る
『
八
千
枚
法
則
』」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

乳
木
洗
日
記

　

先
ず
机
一
脚
、
灑
水
・
塗
香
・
五
鈷
・
火
舎
等
在
る
所
へ
随
身
す
可
し
。

　

先
ず
烏
枢
沙
摩
解
穢
の
真
言

　

オ
ー
ン
修
利
摩
利
摩
々
利
摩
利
修
々
利
娑
婆
賀

　

次
に
抹
香
を
浄
水
に
入
れ
て
五
古
杵
を
以
て
水
を
加
持
す
る

事
五
百
遍
、
右
の
手
に
杵
を
持
ち
五
古
を
以
て
加
持
し
、
左
の

手
の
数
珠
を
以
て
返
数
を
取
り
、
加
持
念
数
五
百
畢
り
、

　

そ
の
後
行
者
洗
う
。
乳
木
に
香
水
を
三
杓
汲
み
懸
け
く
可
し
、

続
い
て
承
仕
洗
う
べ
し
。

　

以
上
の
記
述
を
勘
案
し
て
筆
者
の
場
合
、
四
斗
樽
に
水
を
満

た
し
、
そ
の
中
に
抹
香
を
入
れ
て
、
烏
枢
沙
摩
解
穢
の
真
言
五

百
遍
を
手
伝
い
の
者
と
共
に
誦
し
た
。
そ
の
後
、
四
斗
樽
の
中

に
乳
木
一
把
ご
と
入
れ
て
洗
っ
て
、
干
し
て
乾
か
し
た
。（
写
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真
３
）（

五
）
仮
金
剛
盤
に
つ
い
て

四
つ
五
つ
調
う
べ
し
、
薄
き
板
に
て
扇
の
地
紙
如
し
。
向
こ
う

は
広
く
前
の
方
は
狭
く
す
。
是
れ
は
乳
木
の
本
太
く
、
末
細
き

故
な
り
。
其
の
四
方
に
柱
を
立
て
、
其
の
柱
を
出
し
て
板
の
下

に
抜
き
出
し
、
四
の
脚
と
為
す
。
四
脚
を
付
け
る
事
は
、
本
金

剛
盤
の
上
に
二
十
一
支
の
乳
木
有
る
が
故
に
独
古
は
左
の
脇
机

に
置
く
べ
き
な
り
。
四
本
の
柱
を
立
て
る
こ
と
は
百
支
の
乳
木

を
載
せ
る
に
転
落
せ
ざ
ら
し
む
が
為
な
り
。

�

（
八
丁
右
）　　
　

　

仮
金
剛
盤
を
四
つ
か
ら
五
つ
用
意
す
べ
き
と
す
る
。「
要
記
」
で
は
、
薄
い
板
を
扇
の
竹
に
張
る
と
き
の
台
紙
の
よ
う
な
形
で
あ

る
と
す
る
。
上
下
の
長
さ
が
違
う
の
は
、
乳
木
の
形
が
、
も
と
は
太
く
、
末
は
細
く
す
る
か
ら
で
あ
る
。
四
方
に
柱
を
立
て
て
、
其

の
柱
を
板
の
下
に
抜
き
出
し
て
四
脚
と
す
る
。
こ
れ
は
本
金
剛
盤
の
上
に
か
ぶ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
乳
木
を
載
せ
て
も
転

が
り
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

筆
者
の
場
合
は
、
滝
谷
不
動
明
王
寺
に
伝
わ
る
仮
金
剛
盤
を
参
照
し
て
、
本
金
剛
盤
に
合
う
よ
う
に
自
分
な
り
に
二
つ
作
成
し
た
。

個
数
に
つ
い
て
は
実
際
に
使
用
し
た
時
、
そ
れ
で
十
分
間
に
合
っ
た
。（
写
真
４
）
結
願
の
座
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
記
す
る
。
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（
六
）
護
摩
炉
に
つ
い
て

護
摩
の
時
、
前
行
二
七
日
の
間
の
護
摩
の
爐
壇
を
用
い
る
と
、
又
改
め
用
い
る
爐
壇
を
と
両
様
有
り
。
両
様
意
楽
に
任
す
べ
し
。
中

に
前
行
三
七
日
の
初
め
に
之
を
作
し
、
改
め
て
用
い
る
様
、
宜
し
き
な
り
。
八
千
枚
を
焼
く
爐
に
乳
木
多
く
焼
く
故
に
。
常
の
爐
よ

り
深
く
大
に
し
て
念
を
入
れ
、
塗
り
調
う
べ
し
。
若
し
前
行
二
七
日
の
爐
を
用
い
ば
、
此
の
意
得
有
る
な
り
。
又
、
爐
を
塗
る
時
、

本
尊
の
方
の
爐
の
縁
を
本
尊
の
方
へ
一
尺
余
り
塗
り
出
す
べ
し
。
八
千
枚
を
焼
く
時
、
其
の
塗
り
出
す
爐
の
縁
に
お
い
て
、
爐
中
の

乳
木
を
鋏
み
出
し
焼
く
。
是
を
以
て
塗
り
出
す
所
の
爐
縁
二
寸
余
り
厚
く
塗
り
、
少
し
凹
（
ナ
カ
ク
ボ
ミ
ニ
ス
）
べ
し
。
又
、
塗
る

所
の
爐
并
に
縁
、
能
く
干
し
乾
す
べ
し
。
又
、
塗
る
時
、
細
か
な
る
ス
サ
［
苆
］
を
入
れ
て
塗
る
べ
し
。
若
し
ス
サ
を
入
れ
ず
、
又

干
し
乾
か
さ
ざ
れ
ば
、
正
焼
の
時
、
爐
破
れ
て
火
漏
る
べ
し
。
八
千
枚
の
時
、
別
し
て
爐
を
念
を
入
れ
る
す
べ
き
こ
と
肝
要
な
り
。

又
云
く
。
或
は
爐
、
桶
に
水
を
溜
め
爐
の
下
に
置
き
、
或
は
爐
の
底
を
金
の
網
に
し
て
其
の
下
に
火
鉢
等
を
置
く
義
有
り
。
此
れ
等

の
義
宜
し
か
ら
ざ
る
な
り
。

又
、
他
所
に
お
い
て
用
う
鋳
物
の
爐
は
是
れ
如
法
の
本
義
に
非
ず
。
土
を
用
い
て
塗
り
調
う
る
本
義
也
。�

（
五
丁
左
―
右
）　
　
　

　

三
週
間
の
焼
八
千
枚
護
摩
の
修
行
の
間
、
前
行
か
ら
の
護
摩
壇
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
場
合
と
、
正
行
の
座
で
改
め
て
護
摩
壇
を

用
意
す
る
二
つ
の
や
り
方
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
都
合
で
選
ん
で
か
ま
わ
な
い
と
す
る
。
八
千
枚
を
焼
く
炉
に
つ
い
て
は
、
乳
木
を

多
く
焼
く
こ
と
か
ら
、
常
の
炉
よ
り
深
く
、
ま
た
大
き
く
し
て
念
を
入
れ
て
土
で
塗
り
調
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
炉
を
土

で
塗
り
造
る
時
、
本
尊
の
方
へ
炉
の
縁
を
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
塗
り
出
す
。
そ
れ
は
、
炉
中
で
燃
え
て
い
る
乳
木
を
取
り
出
し
て
、
そ

こ
で
燃
や
す
た
め
で
あ
る
。
そ
の
塗
り
だ
し
た
所
の
炉
の
縁
は
六
セ
ン
チ
ほ
ど
の
厚
さ
に
す
る
。
そ
し
て
中
く
ぼ
み
に
し
て
乳
木
が
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周
囲
に
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
土
で
造
っ
た
炉
は
よ
く
乾

か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
土
で
炉
を
造
る
場
合
は
、
土
の
中

に
ス
サ
（
藁
等
）
を
入
れ
て
造
る
。
ス
サ
を
入
れ
ず
、
十
分
に
乾
か
さ
な

け
れ
ば
、
本
番
の
時
、
炉
が
破
れ
壊
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
炉
の
下
に

水
桶
あ
る
い
は
炉
の
底
を
金
網
に
し
て
、
そ
の
下
に
火
鉢
を
置
く
こ
と
は
、

宜
し
く
な
い
と
す
る
。「
要
記
」
を
見
る
と
、
ど
う
や
ら
護
摩
炉
は
土
で

す
べ
て
造
る
ら
し
い
。
そ
れ
故
、
最
後
に
鋳
物
の
炉
は
如
法
で
は
な
く
、

土
で
塗
り
調
え
る
こ
と
が
本
義
で
あ
る
と
す
る
。

　

炉
の
作
り
方
も
様
々
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
行
者
の
工
夫
す
る

と
こ
ろ
に
依
る
所
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
炉
壇
の
図
が
、
講
伝
所
所
蔵

の
荒
谷
実
乗
師
の
折
紙
に
残
さ
れ
て
い
る
。（
図
１
）
実
際
に
荒
谷
純
光

阿
闍
梨
が
修
行
さ
れ
た
護
摩
炉
も
そ
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。（
写

真
５
）　

そ
れ
を
見
る
と
卵
形
に
炉
が
造
ら
れ
、
炉
の
本
尊
側
が
広
く
取

ら
れ
て
い
る
。

　

筆
者
の
場
合
は
、「
要
記
」
に
「
本
義
に
非
ず
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

諸
般
の
都
合
に
よ
り
、
通
常
使
用
し
て
い
る
護
摩
炉
に
補
助
炉
を
付
け
加

え
る
形
で
八
千
枚
用
の
炉
と
し
た
。
そ
の
作
り
様
は
、
護
摩
炉
上
辺
の
形

状
に
合
う
よ
う
に
、
ス
サ
入
り
の
粘
土
を
こ
ね
て
形
成
し
、
そ
の
上
に
漆
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喰
を
塗
っ
て
作
成
し
た
。
ま
た
、
護
摩
壇
自
体
が
乳
木
を
燃
や
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
熱
で
護
摩
壇
が
損
傷
し
な
い
よ
う
に
、
炉
と
壇
の
間
に
石
膏
ボ
ー
ド
を
敷

い
た
。（
写
真
６
）

　

以
上
、
焼
八
千
枚
護
摩
供
修
行
を
入
る
た
め
の
い
く
つ
か
用
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
物
を
「
要
記
」
に
し
た
が
っ
て
、
覚
え
書
き
と
し
て
記
し
た
。
そ
の

他
、
実
際
の
結
願
で
使
用
す
る
物
や
承
仕
等
の
役
割
と
修
行
の
流
れ
に
つ
い
て

書
き
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
次
回
の
機
会
に
譲
る
こ

と
と
す
る
。

追
記　

焼
八
千
枚
護
摩
供
を
、
滝
谷
不
動
明
王
寺
ご
住
職
荒
谷
純
光
阿
闍
梨
か

ら
簿
徳
愚
才
の
筆
者
へ
伝
授
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ

で
記
載
し
た
中
で
伝
授
さ
れ
た
も
の
と
相
違
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
責
任
は
す
べ
て
筆
者
自
身
に
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
ご
寛
恕
い
た

だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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